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多摩同胞会のホームページでは、
ブログを毎日更新しています。
http://www.tama-dhk.or.jp/
をぜひご覧下さい！

◆ 新・介護保険を考える18

◆ 多摩同胞会の地域公益活動
　　～食の支援～

◆ きずな・しらとりの今

◆ 施設だより
　　「実りの秋」

1

泉苑
・特別養護老人ホーム信愛泉苑
・高齢者在宅サービスセンター

泉苑ケアセンター
緑苑
・養護老人ホーム信愛寮
・特別養護老人ホーム信愛緑苑
あさひ苑
・府中市立特別養護老人ホームあさひ苑
・府中市立あさひ苑

高齢者在宅サービスセンター
・府中市高齢者住宅うらら多磨

神田事業所
・特別養護老人ホームかんだ連雀
・かんだ連雀高齢者
　　　　　　　在宅サービスセンター
・千代田区立岩本町ほほえみプラザ
・千代田区立かがやきプラザ
　　　　　　　　　　　相談センター
児童福祉
・子ども家庭支援センターしらとり
・母子生活支援施設白鳥寮
・母子生活支援施設網代ホームきずな
・府中市子ども家庭支援センターたっち

府中競馬場博物館へ行ってきました。（緑苑）



理事長　鈴 木　恂 子

（編集：法人事務局　青木　志乃）

　2017（H29）年4月施行の社会福祉法の改正の目的のひとつといわれる第24条「地域における公益的な取組」が社
会福祉法人の責務と規定されました。「これは法人の本旨から導かれる法人が本来果たすべき役割を明確化したもの
です（社援基発0601第1号　平成28年6月1日厚生労働省社会・援護局基盤課長通知）」。これこそが社会福祉法人が社
会福祉法人であるための必須な取り組みとなりました。今回の法改正のもうひとつの柱となるいわゆる余剰金問題
→社会福祉充実計画の再投下対象事業（法55条の 2第4項第2号）、すなわち「地域公益事業」とは異なる取り組みが、「地
域における公益的な取組」です。
東京都内の法人は第24条の「地域における公益的な取組」について、東京都社会福祉協議会が中心となり、三層の
取組を呼びかけています。
１．広域連携事業　�東京都社会福祉協議会が中心となって、就業支援など東京都内の社会福祉法人が参画する取組
２．地域連携事業　�地域毎の社会福祉協議会が中心になって、区市内の社会福祉法人が施設種別を越えネットワー

クをつくり連携する取組
３．各法人　　　　社会福祉法人毎の個別の取組

　2017年4月施行の改正社会福祉法は、社会福祉法人の組織体制を一般的な公益法人に準じて整えるとともに、社会福祉法
人の独自性をあらためて明らかにしました。社会福祉法人の独自性はこの第24条と第55条に規定されています。
　そもそも社会福祉法人は公益法人とも一線を画し、国や地方公共団体にかわって第１種や第２種の社会福祉事業を実践
してきました。
　2000年の社会福祉基礎構造改革により、国民生活に対する公的責任が後退し、介護保険制度を中心に保険と市場が介護
サービスの供給主体となり、老人福祉法の多くの事業はそこに吸収されました。その結果、日々の生活に支援を必要とす
る人々や介護保険の対象からはずれる生活支援等が「制度のはざま」になりました。
　「制度のはざま」とは医療、介護以前に、生きるため、生活するために必要な福祉サービスが希薄になったことを意味します。
その「制度のはざま」を埋めるために、社会福祉法人に求められたのが、第24条といえるのではないでしょうか。
　第24条の背景となった老人福祉法から介護保険法への変化と併せて整理しました。

老人福祉法に基づく 介護保険法に基づく 介護保険外 地域の実態 28 年度　法改正　24 条の 2 （参照）H28年 6月1日　援護局長通知　抜粋

特別養護老人ホーム 介護老人福祉施設 衣食住の現状 地域における公益的な取組（事業） 要件とその意義（全ての要件を満たす必要）
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入所者（在宅生活継続困難）
１．住むところがない
２．同居する家族がいない
３．所得が低い
要介護の程度が低くてもこれらの理
由により入所した

　法律上は介護度１以上だが、平成
27 年度から原則介護度３以上が対象
となる。入所判定の要件として介護
度が高い。高齢・家族事情や待機期
間により入所できる

住：住まいはサービス付高齢者住宅
や有料老人ホームをはじめとする多
様な高齢者向け住宅の整備（国土交
通省の施策）

住：いわゆる貧困ビジネスといわ
れるアパート１棟で生活保護受給
者等を対象に住居を提供する。

・�措置制度として残る養護老人ホー
ムは措置費が一般財源化となり、
予算枠のなかで措置が決まるため
十分活用されておらず、定員割の
施設が多い。

・�高齢受刑者の出所後の生活の拠り
所がなく、再犯率が高居といわれ
ている（刑務所が生活保障の場？）

在宅生活を継続するために不可欠な
・住居の提供
・食事サービス
・家事・生活支援　などを
（市場から購入できない人々のた
めに）無料低額な料金で社会福祉
法人が独自に提供する取組。

　自治体で定められた一定要件を
満たす利用者の介護保険利用者負
担を軽減する社会福祉法人軽減も
この取組に位置付けられる。

①�社会福祉事業又は公益事業を行うにあたっ
て提供される福祉サービスであること。
（社会福祉を目的とした福祉サービスとして
　提供される必要があります）

②�日常生活又は社会生活上の支援を必要とす
る者に対する福祉サービスであること。
　�（心身の状況や家族環境等の他、経済的な理
由により支援を要する者が該当します）

③�無料又は低額な料金で提供されること。
　�法人は福祉事業の主たる担い手として税制
上の優遇措置などの公的な助成が行われて
いるものであり、高い公益性を有する特別
の法人に求められる役割として、地域社会
に積極的に貢献していくための事業です。

　従って、当該取組は直接的な費用が発生す
る事業等を行う場合、その費用を下回る料金
を徴収して実施する事業、又は、料金を徴収
せずに実施する事業等が該当します。

　�（この取組は全ての社会福祉法人の責務とし
て規定している。）

医療

　医療職のかかわる介護が保険上報
酬が高くなり、生活面を重視した介
護力は低下傾向

食：コンビニエンスストア・宅配食
をはじめ身近に利便性のよい食事
サービスが増える（市場）

介護・リハビリ
予防・活動

生活支援 生活支援：各種出張家事支援サービ
ス・有料老人ホーム入居によるサー
ビス（市場）

食　　事 食事サービス自己負担
・�生活支援：NPO法人や住民活動、
あるいは社会福祉法人による各種
食事サービスが地道に行われてい
る（補助金を出す自治体もある）。
・�掃除、洗濯などの家事援助、ある
いは通院・外出支援、みまもり
等々は新しい総合事業で住民互助
（特に元気な高齢者の社会活動と
して）期待されている。

住　　居 住居費・原則自己負担 　以上はいずれも市場化がすすみ、
多様な選択肢が増えたといえる。
　ただしいずれも購入力をもつ所得
者層向けサービスである。費用：応能負担 費用：応益負担

　社会福祉の基礎構造改革（2000 年）以前の社会福祉は、すべての人々の生存生活の保障を第一義としていました。施設
整備も公的資金（3/4 補助金）によりすすめられ、より施設サービスを必要とする対象者（心身の状況や家族環境等の他経
済的理由により支援を必要とする者）が優先的に入所する措置という制度により公的責任を明確にしてきました。
　介護保険制度も 2000 年に制度がスタートしたときには、従前の福祉サービスを一旦は吸収していましたが、3ヶ年、6ヶ
年、9ヶ年と経るなかで持続可能な制度、保険料負担との関連で財源の確保や安定化、年々進む高齢化のなかで、当然のこ
とながら「介護」の保険に特化されました。
　そこからはみだす衣食住にかかわる経費（日常的には洗濯、食事、掃除といった生活支援）、即ち生活基盤を支える制度
があいまいになったため現在に至っています。そのため生活支援、家事サービスを市場から購入できない人々が地域から
孤立し、さまざまな事件、事故につながっています。

　地域の公益的な取組が急がれるのは、こうした背景があるように思います。
　そして2015年に医療介護総合確保推進法、生活保護法改正、生活困窮者自立支援法が施行され、2015年9月に新たな福祉
の提供ビジョンが示されました。2016年3月には社会福祉法が改正されるとともに、障害者総合支援法の改正、母子保健法
の改正が続きました。

　各分野の法整備を背景に、「地域共生社会」−「我が事、丸ごと地域共生社会」の制度づくりが急速に進み、その推進力
に社会福祉法人が期待され、地域ごとにその大きな役割が委ねられました。
　地域共生社会が実現できないと、地域のなかで生活に困るひとびとが放置されてしまう、という深刻な危機感が求めら
れているように思います。
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地域における公益的な　取組と社会福祉法人



食の支援における新調理システムの活用
真空調理

クックサーブ

外部加工品

クックチル
（フリーズ）

・�食材と調味料を特殊な袋に入れて真空
包装し袋ごと低温加熱をする調理法。

・�加熱した食品を加熱後、急速冷却し長期
の保存が可能な調理法。

・�従来式の調理後すぐに提供する調理法。

・�下処理済みの食品を活用。

新調理システムの構成

平成 28 年度食事サービス実績
泉　苑 あさひ苑 緑　苑 府中地区計 岩　本 計

食
事
　
　

サ
ー
ビ
ス

配 達 登録者数 32 人 45 人 77 人 13 人 90 人
年間食数 4,376 食 2,822 食 7,198 食 1,489 食 8,687 食

お持帰 登録者数 13 人 13 人 28 人 41 人
年間食数 1,110 食 1,110 食 1,683 食 2,793 食

訪問食事 登録者数 0 人 3 人 0 人 3 人 3 人
昼 食 会 1,604 食 85 食 4,295 食 5,984 食 519 食 6,503 食
職員給食 2,554 食 2,629 食 2,332 食 7,515 食 7,515 食
計 4,158 食 2,714 食 6,627 食 13,499 食 519 食 14,018 食

＊かんだ連雀はあとサロン 234食含む

季刊しんあい103 号（平成29年 10 月 20 日発行）

5 4

● 神田地区
　神田地区の食事づくりは岩本町ほほえみプラザの厨房で行っています。現在、食事サービスは下記の４事業
を展開しています。その目的は神田地区（かんだ連雀、岩本町ほほえみプラザ）の高齢者の皆さまに安全で栄
養のある食生活を継続していただくことです。
①�岩本町ほほえみプラザの介護予防教室に参加されている方を対象とした月3回（第１.２.３火曜日）の昼食提供
②岩本町ほほえみプラザ通所介護利用日の夕食確保の困難な方の夕食お持ち帰りサービス
③在宅高齢者の安否確認や接触困難な方への訪問食事サービス
④かんだ連雀で開催している社会福祉協議会主催「はあとサロン」での月２回の昼食会

（神田地区　食事統括係長　　澄川裕子）

● あさひ苑
あさひ苑では平成20年から「昼の見守り食事サービス」を行ってきました
が、平成27年4月にサービス内容を見直した際に、名称を「あさひ食事サー
ビス」として再スタートしました。地域の方へは毎日昼食を、高齢者住宅
うらら多磨へは朝昼夕の３食をお届けしています。
高齢期の安定した食生活は健康を維持するためにも大切なことです。あさ
ひ苑では、元気にその人らしく生活するためのお手伝いをさせていただい
ていますが、さらにあさひ食事サービスを地域の皆様に利用していただけ
るよう、お持ち帰り食の検討も進めています。
� （あさひ苑高齢者在宅サービスセンター長　　比留間貴）● 泉苑

　泉苑では、「泉
いずみゆうゆう

湧夕ごはん」という夕食見守り配食とデイサービス利用後
のお持ち帰り食を行っています。厨房で作ったものをすぐにお届けするの
で、温かい食事を夕食の時間帯にご自宅で召し上がっていただけます。最近
では「泉湧夕ごはん」が口コミで広がり、利用者が増加しています。持ち帰
り食は一人暮らしの高齢者の家事負担軽減にもなり、こちらも好評です。
　さらに、「いずみ食堂」では日曜日以外の毎日、昼食を提供しています。
近隣の高齢者の方やしらとりオープンルームを利用される親子、ホームに面
会に見えたご家族、職員が利用しています。
� （地域包括支援センター相談員　岩渕研哉）　

● 緑苑
　緑苑では１階の地域交流スペースを利用し、施設の理解と地域交流を図
ることを目的として、「昼食会」を開催しています。開始当初は土曜日の
みでしたが、今では毎昼、ホームのご利用者と同じメニューを地域の皆さ
ま、ご利用者の家族等に提供しています。
　お食事後は、そのままの場所でコーヒーを飲んだりしながら、お友達と
のお話しに花が咲いています。配膳や片づけは、ボランティアのご協力を
頂いています。『食』を通じて沢山の方が交流を深める場となっていま
す。� （生活相談員　齋藤純子）

多摩同胞会の地域公益活動
多摩同胞会は、地域公益活動として各拠点で、地域の
方々や在宅高齢者への食支援を行っています。その多岐
にわたる食支援を可能にするのが「新調理システム」で
す。

食に様々なニーズが求められている中、従来型の調理方
式では限界がありました。
そこで、法人ではご利用者の食事に「手作り」「安心・
安全」「家庭の味」を重視し、そのために既製品や外部
委託ではなく、新調理システムを平成15年から導入しま
した。
新調理システムとは、真空調理法・クックチル（フリー
ズ）・クックサーブ・外部加工品の加熱調理・保存法を
単体および複数で組み合わせ、献立計画に基づき食材の

発注・料理の安全性・食味・経済性をシステム化し、調
理の集中計画生産方式のことを言います。多摩同胞会で
は主に真空調理法を取り入れ、部分的にセントラルキッ
チン方式を導入することで、食材を一か所で集中加工し
分量や味などの品質コントロールを徹底しています。

従来の食事作りとは異なり、料理人の経験や勘といった
あいまいなものではなく、数値化が求められる作業のた
め、導入当初は様々な摩擦もあり一定の土台が出来上が
るまでには従来の調理スタイルとの擦り合わせが必要で
した。
料理人がそれまで培ってきた知恵や技術に対し、科学的
根拠をもった調理の仕組みが新調理システムであり、基
本は、「煮る」「焼く」「蒸す」「揚げる」に繋げる調理法の一つ
であることをスタッフ全員で理解していきました。

高齢者施設では導入のハードルが高いため一
般的ではない新調理システムですが、真空調
理を組み込んだ計画生産（調理）を定常業務
としているため、「新」といった意識は現場内
ではありません。現在は、府中、神田５箇所
の厨房で、1日延べ最大1760食の食事を作る
ことが可能になっています。この新調理シス
テムが、法人の食の支援を支えているのです。
今後もこのシステムを継続することで、さら
に新しい業務の拡大が可能になります。もっ
と豊かな食事サービスへ発展させ、地域の皆
様に喜んでいただけるよう努めていきたいと
思います。
� （かんだ連雀管理栄養士　粟沢尚広）

〔１〕～食の支援～

〔あさひ苑〕昼食の準備

〔泉苑〕夕食見守り配食サービス

〔岩本町ほほえみプラザ〕介護予防教室〔緑苑〕昼食会 〔岩本町ほほえみプラザ〕夕食持ち帰りサービス 〔かんだ連雀〕はあとサロン



2017 きずな・しらとりの今
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ま
た
、
園
庭
が
な
く
な
り
、
子
ど
も
達
の
外
で
の
遊
び
が
制
約
さ
れ
て
い

る
た
め
、
日
曜
、
祝
日
は
保
育
棟
の
２
階
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
夏

休
み
に
は
一
日
親
子
で
遊
ぶ
時
間
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
サ
マ
ー
ラ
ン
ド

の
招
待
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
、
夜
間
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
ま
た
、
学
童
の
子
ど
も
達
は
夏

休
み
期
間
中
に
、
地
域
で
開
催
さ
れ

る
敬
老
会
に
向
け
て
み
ん
な
で
絵
を

描
い
て
「
て
ぬ
ぐ
い
」
を
作
り
、
み

な
さ
ん
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。
中
に

は
二
枚
欲
し
い
と
い
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
り
し
て
喜
ん
で
い
た
だ

き
、、
大
好
評
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な

り
ま
し
た
。

　

年
内
に
は
第
一
期
工
事
が
終
了

し
、
新
棟
の
８
割
が
完
成
す
る
予
定

で
す
。
現
在
５
階
部
分
ま
で
が
出
来

上
が
っ
て
お
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

打
設
等
が
終
了
し
上
棟
が
も
う
少
し

の
状
態
で
す
。
こ
れ
か
ら
内
装
工
事

が
始
ま
り
、
建
物
の
様
子
が
よ
り
詳

細
に
把
握
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　

既
存
の
建
物
を
残
し
た
ま
ま
で
、

年
明
け
早
々
に
引
っ
越
し
と
な
る
予

定
で
す
。
様
々
な
課
題
も
あ
り
ま
す

が
ま
ず
は
安
全
を
第
一
に
、
今
後
に

臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
係
長　

宮
城　

晋
）　

【
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
】

　

年
末
年
始
、
日
祭
日
を
除
く
17
時
～
22
時
ま

で
の
夜
間
保
育
事
業
で
す
。
保
護
者
が
残
業
等

で
帰
宅
が
遅
く
な
る
家
庭
の
２
歳
か
ら
小
学
校

６
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
バ
ス
で
迎
え
に
巡

り
夕
食
提
供
も
含
め
お
預
か
り
し
ま
す
。
日
中

の
集
団
生
活
を
経
て
し
ら
と
り
に
来
る
お
子
さ

ん
た
ち
が
安
全
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
配

慮
し
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
は
、
延
べ
３
０
２
６
人
が
利
用
さ
れ

ま
し
た
が
、
平
成
29
年
４
月
～
９
月
の
６
か
月

で
延
べ
１
２
２
２
人
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
数
減
少
の
要
因
と
し
て
は
、
多
く
の

保
育
園
で
延
長
保
育
が
充
実
し
て
き
た
こ
と

や
、
全
体
的
に
親
の
残
業
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
推
察
さ
れ
ま
す
。

【
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
】

　

年
末
年
始
を
除
き
、
保
護
者
の
出
産
、
入
院
、

宿
泊
を
伴
う
出
張
、
冠
婚
葬
祭
等
の
理
由
で
７

日
間
を
限
度
に
２
歳
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
の

お
子
さ
ん
を
宿
泊
で
お
預
か
り
し
、
職
員
が
保

護
者
に
代
わ
り
生
活
支
援
を
行
い
ま
す
。
慣
れ

な
い
場
所
で
も
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
温
か

い
雰
囲
気
作
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
は
、
５
世
帯
で
延
べ
１
２
９
日
の
利

用
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
29
年
４
月
～
９
月

の
６
か
月
で
３
世
帯
延
べ
19
日
の
利
用
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
し
ら
と
り
ひ
ろ
ば
】

　

年
末
年
始
、
日
祭
日
を
除
く
10
時
～
16
時
ま

で
未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
ひ
ろ
ば
で
す
。
常
設
の
ひ
ろ
ば

と
な
る
前
か
ら
「
オ
ー
プ
ン
ル
ー
ム
」
や
「
ミ

ニ
ル
ー
ム
あ
い
あ
い
」
等
親
子
の
集
い
の
場
を

提
供
し
て
き
ま
し
た
。
民
生
委
員
の
方
々
を
中

心
と
し
た
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
力
添
え

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
し
ら
と
り
ひ
ろ
ば
の

大
き
な
特
徴
で
す
。
初
め
て
知
り
合
う
方
々
同

士
で
も
お
子
さ
ん
を
介
し
交
流
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

前
年
度
は
、
延
べ
７
５
２
５
人
の
利
用
が
あ

り
ま
し
た
が
、
平
成
29
年
４
月
～
９
月
の
６
か

月
で
延
べ
３
３
７
４
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

（
支
援
セ
ン
タ
ー
次
長　

Ｙ
・
Ｍ
）　

きずなは改築工事が進んでおりますのでそのご報告をいたします。
併せて、しらとりの事業のご紹介と今年の様子をお伝えします。

各
事
業
の
ご
利
用
は
し
ら
と
り
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
４
２
―
３
６
７
―
８
８
８
１
）
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朝
晩
は
め
っ
き
り
涼
し
く
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
所
で
秋
の
気
配
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

実
り
豊
か
な
秋
の
お
便
り
が
各
施
設
か
ら
届
き
ま
し
た
。

実
り
の
秋

きずな

泉　苑

秋
い
っ
ぱ
い
のカ
レ
ン
ダ
ー

トワイライトステイの子どもたち

秋
の
お
気
に
入
り
の
絵
本

　

泉
苑
ホ
ー
ム
で
は
、
毎
月
手
作
り
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
先
月
は
ご
利

用
者
と
職
員
が
共
同
で
9
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、
ご

利
用
者
の
絵
や
お
月
様
、
秋
の
草
花
等
秋
を
感
じ
る
絵
を
一
枚
一
枚
飾
り
ま
す
。

　

ハ
サ
ミ
を
使
用
出
来
る
方
に
は
絵
を
切
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
絵
の
ふ
ち
に
沿
っ
て
切
っ

た
り
、
花
な
ど
の
切
り
に
く
い
も
の
も
周
囲
に
白
い
余
白
を
残
し
て
切
っ
た
り
と
綺
麗
に

ハ
サ
ミ
を
使
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
糊
を
塗
っ
て
貼
れ
る
方
に
は

カ
レ
ン
ダ
ー
の
好
き
な
と
こ
ろ
に
貼

っ
て
頂
き
ま
す
。「
ど
こ
に
貼
ろ
う
か

な
。」「
秋
と
い
っ
た
ら
こ
ん
な
物
が

あ
る
よ
。」
と
楽
し
そ
う
で
す
。

　

作
成
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
は
3
階
南

食
堂
に
飾
り
ま
し
た
。
大
き
な
模
造

紙
で
作
成
し
て
い
る
為
、
ご
利
用
者

か
ら
は
見
や
す
い
と
好
評
で
す
。

　

カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
に
な
っ
て
少

し
で
も
「
実
り
の
秋
」
を
感
じ
て
頂

け
れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
　

ホ
ー
ム
３
Ｆ

（
介
護
福
祉
士
）　

西
川　

行
介

　

保
育
室
の
子
ど
も
た
ち
は
「
お
み
せ
や
さ
ん
」
が
大
好
き
で
す
。
段
ボ
ー
ル
や
積
み
木

を
使
い
手
作
り
の
お
店
に
は
果
物
や
お
弁
当
が
並
び「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
～
ど
う
ぞ
。」

と
に
ぎ
や
か
な
声
が
響
い
て
い
ま
す
。

　

保
育
室
に
は
「
お
み
せ
や
さ
ん
」
が
テ
ー
マ
の
「
ど
ん
ぐ
り
む
ら
」
シ
リ
ー
ズ
の
絵
本

が
あ
り
、「
ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
ぼ
う
し
や
さ
ん
」
が
子
ど
も
の
お
気
に
入
り
で
す
。

　

売
れ
な
い
帽
子
屋
が
色
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
人
気
の
帽
子
屋
に
な
る
ま
で
の
お
話
し

で
す
。
工
夫
を
凝
ら
す
姿
は
読
ん
で
い
る
こ
ち
ら
も
は
っ
！
と
さ
せ
ら
れ
興
味
津
々
。
ま

た
、
ど
ん
ぐ
り
な
の
で
一
人
二
人
で
は
な
く
、
一
粒
と
数
え
る
と
こ
ろ
が
読
ん
で
い
て
面

白
い
で
す
。
中
に
は
た
く
さ
ん
の
帽
子
が
出
て
く
る
の
で
お
も
わ
ず
「
ど
れ
が
い
い
か
な

ぁ
」
と
探
し
始
め
、
子
ど
も
た
ち
も
「
こ
の
帽
子
が
似
合
う
よ
！
」
と
教
え
て
く
れ
、
イ

ラ
ス
ト
を
じ
っ
と
見
て
細
か
い
絵
の
部
分
も
教
え

て
く
れ
ま
す
。

　

日
々
の
散
歩
で
は
ど
ん
ぐ
り
が
拾
え
る
季
節
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
絵
本
に
登
場
す
る
ク
ヌ
ギ
や

カ
シ
ラ
な
ど
種
類
で
探
し
て
い
く
の
も
楽
し
い
で

す
。
絵
本
を
通
し
て
様
々
な
仕
事
や
お
店
を
知
る

こ
と
、
そ
し
て
「
わ
く
わ
く
」
と
実
感
す
る
こ
と

は
大
切
だ
な
と
感
じ
な
が
ら
、
き
ず
な
で
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
経
験
し
実
り
多
い
も
の
に
な
る
よ
う

子
ど
も
た
ち
と
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
共
有
し
て
い

き
た
い
で
す
。

保
育
担
当
（
保
育
士
）
三
島　

千
夏
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緑 苑

しらとり

収
獲
名
人
！

たっち岩本町

あさひ苑

　
「
た
く
さ
ん
取
れ
た
よ
！
見
て
！
」「
す
ご
く
大
き
か
っ

た
よ
！
」
と
く
れ
ば
、
大
半
の
方
は
秋
の
味
覚
と
思
う
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、し
ら
と
り
で
こ
の
声
が
聞
こ
え
た
時
は
、

大
抵『
虫
』の
こ
と
で
す
。し
ら
と
り
の
小
さ
な
庭
に
も
様
々

な
虫
が
住
ん
で
い
ま
す
。

　

夏
の
終
わ
り
に
庭

で
見
つ
か
っ
た
、
大

き
な
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

バ
ッ
タ
。
大
人
の
手

か
ら
は
み
出
る
く
ら

い
の
大
き
さ
で
、
思

わ
ず
職
員
も
魅
入
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

虫
が
大
き
く
育
ち
、

身
近
で
観
察
が
で
き

る
の
は
良
い
環
境
だ

な
と
感
じ
ま
す
。
し

か
し
、
複
雑
な
の
は
、
子
ど
も
た
ち
は
集
め
た
も
の
を
大

人
に
見
せ
て
一
緒
に
喜
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
。

　

子
ど
も
た
ち
が
虫
を
見
つ
け
る
能
力
を
褒
め
、
心
か
ら

感
心
し
つ
つ
も
、
時
に
は
笑
顔
で
後
ず
さ
り
し
て
し
ま
う

の
で
し
た
。

母
子
支
援
員
（
社
会
福
祉
士
）　

高
橋　

明
子

　

た
っ
ち
で
は
、
毎
年
秋
に
「
き
ょ
う
だ
い
育
て
」
と
い

う
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
は
、
３
歳
位
ま

で
の
兄
弟
姉
妹
を
育
児
中
の
お
母
さ
ん
方
を
対
象
と
し
た

も
の
で
す
。
下
の
子
が
生
ま
れ
て
２
人
の
子
ど
も
の
育
児

と
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
時
間
も
心
の
余
裕
も
な
く

な
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
お
子
さ
ん
を
保
育
で
お
預
か
り
し
て

い
る
間
、
ホ
ッ
と
一
息
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
お
母
さ
ん

同
士
で
交
流
を
し
ま
す
。
悩
み
を
分
か
ち
合
っ
た
り
、
対

応
方
法
を
学
ん
で
い
く
中
で
、
上
の
お
子
さ
ん
の
気
持
ち

に
気
づ
い
た
り
、
他
の
お
母
さ
ん
か
ら
対
応
の
ヒ
ン
ト
を

も
ら
え
た
り
、
色
々
な
「
実
り
」
が
あ
り
ま
す
。「
心
の
実

り
」
を
持
ち
帰
り
、
日
々
の
育
児
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
て

も
ら
え
た
ら
、
嬉
し
い
で
す
。

　

相
談
員

　
（
臨
床
心
理
士
）

豊
富　

恵

秋
の
心
の

　
　
　
実
り

秋
の

　
楽
し
み
方

　

最
近
、
見
か
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
に
、

ご
利
用
者
Y
様
宅
に
た
く
さ
ん
の
ど
ん
ぐ
り
！
！
！

「（
作
業
療
法
の
）
先
生
が
た
く
さ
ん
持
っ
て
き
て
そ
の
ど

ん
ぐ
り
に
絵
を
描
い
て
く
れ
た
の
よ
」
と
ご
家
族
。

　

拝
見
す
る
と
確
か
に
か
わ
い
い
。
Y
様
か
ら
お
土
産
に

い
た
だ
い
た
そ
の
ど
ん
ぐ
り
に
私
も
ま
ね
て
同
じ
絵
を
描

い
て
み
ま
し
た
。
不
格
好
な
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
秋
の

お
散
歩
が
楽
し
く
な
り
そ
う
な
コ
た
ち
が
で
き
あ
が
り
ま

し
た
！

　

Y
様
に
完
成
品
の
写
真
を
み
せ
た
と
こ
ろ
「
可
愛
ら
し

く
で
き
た
じ
ゃ
な
い
！
」
と
お
褒
め
の
言
葉
。

今
は
私
の
パ
ソ
コ
ン
前
に
て
秋
の
季
節
を
伝
え
る
大
事
な

使
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
ど
ん
ぐ
り
の
楽
し
み
方
も
あ
る
ん
で
す
ね
。

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

（
介
護
支
援
専
門
員
）　

澁
谷　

直
子

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
わ
も
と
で
は
毎
年
春
に
野
菜
の
苗

を
ご
利
用
者
の
皆
様
と
植
え
ま
す
。
毎
日
毎
日
ご
利
用
者

と
水
遣
り
を
し
て
大
切
に
育
て
た
野
菜
を
収
穫
で
き
る
日

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
な
ど
で
映
っ
て
い
る
野
菜
を
見
て
い
る
と
「
こ

こ
で
採
れ
た
野
菜
の
方
が
大
き
く
て
お
い
し
い
わ
よ
」
と

い
う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

雨
に
も
風
に
も
台
風
に
も
負
け
ず
「
早
く
大
き
く
な
あ

れ
」
と
み
ん
な
で
気
持
ち
を
込
め
て
育
て
た
野
菜
を
収
穫

し
て
サ
ラ
ダ
や
カ
レ
ー
に
し
て
い
た
だ
く
の
が
み
ん
な
の

楽
し
み
で
す
。

　

大
事
に
育
て
た
野

菜
で
料
理
を
す
る
こ

と
も
さ
ら
な
る
楽
し

み
で
「
今
日
は
何
を

食
べ
よ
う
か
な
」「
野

菜
が
採
れ
た
か
ら
こ

れ
を
使
っ
て
料
理
し

ま
し
ょ
う
」
と
話
し

が
弾
み
、
来
年
は
何

の
苗
を
植
え
よ
う
か

と
み
ん
な
で
考
え
始

め
ま
す
。

　

自
然
の
恵
み
を
大
切
に
ご
利
用
者
と
日
々
を
た
い
せ
つ

に
過
ご
し
て
行
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　
（
介
護
福
祉
士
）　　

森　

正
幸

ト
マ
ト
、な
す
、

ピ
ー
マ
ン

秋
の健
康
づ
く
り

　

府
中
市
で
は
、
今
年
度
よ
り
介
護
予
防
事
業
の
一
環
と

し
て
、
地
域
交
流
体
操
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

ふ
ち
ゅ
う
元
気
ア
ッ
プ
体
操
で
学
ん
だ
体
操
を
運
動
習
慣

の
継
続
の
場
と
し
て
活
用
す
る
も
の
で
す
。

　

新
し
い
事
業

で
あ
り
、
参
加

者
自
身
で
こ
の

事
業
を
運
営
す

る
と
い
う
取
組

と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
年
度
当

初
の
参
加
者
は

と
て
も
少
な
い

も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
、
会

を
重
ね
る
ご
と

に
参
加
者
も
増

え
、「
身
体
が
と

て
も
軽
く
な
っ
た
。
習
慣
に
し
た
い
。」
と
い
う
声
が
あ
っ

た
こ
と
が
、
と
て
も
印
象
的
で
す
。

　

運
動
習
慣
の
継
続
の
場
と
し
て
、
今
後
も
多
く
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
き
な
が
ら
、
介
護
予
防
と
い
う
実
り
に

繋
げ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
員

（
主
任
介
護
支
援
専
門
員
）　

齋
藤　

鉄
兵

　

緑
苑
の
敷
地
内
に
は
小
さ
な
農
園
が
あ
り
、
看
護
師
の

K
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
野
菜
や
果
物
を
作
っ
て
い
ま
す
。

以
前
は
ご
利
用
者
も
手
伝
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

高
齢
化
が
す
す
み
な
か
な
か
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
ご
利
用
者
の
散
歩
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
季

節
ご
と
の
収
穫
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

ぶ
ど
う
や
ナ
ス
な
ど
美
味
し
そ
う
な
野
菜
や
果
物
が
実

っ
て
い
る
頃
に
、
ご
利
用
者
の
A
さ
ん
と
散
歩
に
行
っ
た

際
、
A
さ
ん
が
一
番
気
に
な
っ
た
の
は
、
な
ん
と
唐
辛
子
。

「
美
味
し
そ
う
！！
私
は
食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
、
辛
い
物
も

へ
っ
ち
ゃ
ら
」
と
話
さ
れ
実
を
取
っ
て
素
敵
な
笑
顔
の
写

真
が
撮
れ
ま
し
た
。

　

採
れ
た
野
菜
を
ご
利
用
者
全
員
に
と
ま
で
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
食
事
係
に
お
願
い
し
て
ご
利
用
者
、
職
員
で
美
味

し
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
（
介
護
福
祉
士
）　

秋
元　

洋
子

食
欲
の
秋



　

き
ず
な
へ
の
通
勤
に
山
道
を
歩
い

て
い
ま
す
。
夏
は
川
の
景
色
、
秋
の

自
然
に
ふ
れ
な
が
ら
自
然
に
癒
さ
れ

て
い
ま
す
。�（
き
ず
な　

白
井
厚
子
）

　

子
ど
も
と
一
緒
に
虫
取
り
に
出
か

け
る
日
々
で
す
。
赤
と
ん
ぼ
の
姿
が

見
え
る
よ
う
に
な
り
、
秋
の
訪
れ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

（
た
っ
ち　

星
野
幸
子
）

　

こ
の
夏
は
セ
ミ
は
賑
や
か
で
も
、

じ
り
じ
り
と
照
り
付
け
る
太
陽
が
少

な
か
っ
た
の
で
夏
好
き
に
は
不
完
全

燃
焼
な
寂
し
い
季
節
の
変
わ
り
目
と

な
り
ま
し
た
。

（
し
ら
と
り　

山
中
有
佳
）

　

食
欲
の
秋
と
言
う
ぐ
ら
い
な
の
で

美
味
し
い
物
に
つ
い
つ
い
釣
ら
れ
、

ど
ん
ど
ん
体
が
大
き
く
…
。

（
岩
本
町　

村
上
壽
則
）

　

今
年
も
高
尾
山
へ
紅
葉
狩
り
に
行

き
、
自
然
の
中
を
ノ
ン
ビ
リ
歩
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
か
ん
だ
連
雀　

粟
沢
尚
広
）

　

も
う
す
ぐ
秋
刀
魚
が
美
味
し
く
な

る
時
季
に
な
り
ま
す
。
日
本
酒
と
一

緒
に
食
べ
た
い
で
す
。

（
泉
苑　

開
田
圭
一
）

　
「
今
年
も
秋
の
バ
イ
ク
ツ
ー
リ
ン

グ
に
行
く
ぞ
！
」
と
こ
こ
で
宣
言
し
、

2
年
連
続
で
成
功
！
今
年
も
紅
葉
の

ト
ン
ネ
ル
を
走
り
抜
け
ま
す
。

（
泉
苑　

岩
渕
研
哉
）

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
と
い
う
こ
と
で
ラ

ン
ニ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
夕
陽
を

見
な
が
ら
走
る
の
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
あ
さ
ひ
苑　

森
雄
二
郎
）

　

前
号
で
少
し
体
を
動
か
す
こ
と
を

決
め
運
動
靴
は
買
っ
た
も
の
の
な
か

な
か
続
か
ず
…
気
持
ち
新
た
に
運
動

の
秋
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
あ
さ
ひ
苑　

西
毅
）

　

秋
の
子
供
の
運
動
会
に
向
け
て
今
、

子
供
と
縄
跳
び
の
特
訓
を
し
て
い
ま

す
。
最
近
運
動
不
足
だ
っ
た
の
で
子

供
の
体
力
に
追
い
つ
か
ず
苦
戦
し
て

い
ま
す
。

（
緑
苑　

齋
藤
純
子
）

　

市
場
化
が
進
む
社
会
福
祉
の
領
域

で
、
法
第
24
条
「
地
域
に
お
け
る
公

益
的
な
取
組
」
は
「
社
会
福
祉
法
人

と
は
何
か
」
を
問
い
か
け
て
い
る
よ

う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

（
事
務
局　

青
木
志
乃
）

　

今
年
の
秋
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
視

察
研
修
に
一
週
間
行
っ
て
参
り
ま
す
。

次
号
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
楽
し
み
に
！

（
編
集
長　

上
野
葊
美
）

　

会
田
久
枝　

青
木
晃
子　

青
野
ま
り　

赤
田
美
恵
子　

赤
林
好
子

　

朝
日
町
会　

網
代
恵
美　

阿
部
春
花　

荒
井
延
子　

荒
井
迪
子

　

荒
波
智
子　

有
本
陽
子　

飯
田
と
志
子　

飯
利
高
子　

囲
碁
を

楽
し
む
会　

石
井
久
子　

石
井
宏　

石
坂
勝
世　

石
坂
ト
メ
ヨ　

伊
集
院
摂
津
子　

市
川
ア
イ
子　

市
川
知
子　

井
出
睦
子　

伊
東

志
子　

井
上
摩
里
子　

井
上
智
美　

上
野
時
子　

植
松
八
千
代　

魚
川
桂
子　

内
田
有
希
乃　

内
保
三
重
子　

内
堀
美
喜　

梅
林
治

代　

梅
原
薫　

梅
原
光
洋　

卜
部
和
子　

上
床
晃
代　

江
坂
千
鶴

　

榎
本
成
子　

遠
藤
伊
代　

遠
藤
泰
子　

遠
藤
み
つ
よ　

大
倉
弘

子　

大
島
庸
子　

太
田
久
美
子　

大
野
文
子　

大
原
捷
子　

大
類

浩
平　

緒
方
シ
ゲ
子　

岡
田
基
子　

小
川
健
治　

沖
田
陽
南
人　

荻
野
和
子　

奥
山
亜
子　

奥
山
チ
ヤ
子　

小
倉
富
子　

オ
コ
サ
の

会　

尾
崎
節
子　

尾
崎
紘
之　

尾
崎
靖
宣　

尾
崎
ヨ
シ
子　

音
楽

園　

お
は
な
し
夢
く
ら
ぶ　

Ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ａ�

Ｈ
ｕ
ｌ
ａ�

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ

　

折
田
浩
一　

海
江
田
紀
久
子　

柿
本
し
づ
江　

笠
間
豊
子　

鹿

島
キ
チ　

鹿
島
千
重
子　

絈
野
美
千
代　

片
桐
キ
ミ
子　

片
桐
富

貴
子　

カ
ッ
ト
サ
ロ
ン
ア
ベ　

加
藤
栄
子　

加
藤
静　

加
藤
月
遥

　

加
藤
規
子　

加
藤
芙
美
子　

加
藤
洋
子　

金
指
真
美　

金
澤
静

江　

金
子
武
仁　

蒲
田
芳
枝　

上
沢
美
和
子　

上
村
修　

神
山
し

げ
子　

亀
岡
紀
知
信　

川
崎
雅
人　

河
野
ひ
ろ
み　

川
村
智
子　

菊
地
裕
子　

き
ず
な
の
手
・
江
戸
川　

ギ
タ
ー
演
奏
に
よ
る
歌
の

会　

北
島
美
恵
子　

北
田
悦
江　

木
谷
教
子　

北
村
三
枝　

北
村

よ
し
こ　

木
村
加
代
子　

木
村
仁
美　

木
森
哲　

清
田
敏
子　

具

嶋
郁
子　

鯨
節
枝　

國
定
毅　

久
保
田
摩
耶
子　

久
保
紀
子　

隈

元
美
恵　

蔵
内
睦
子　

栗
原
宏
子　

栗
本
成
実　

黒
川
澄
子　

黒

川
ト
ヨ
子　

桒
田
勝　

桑
原
侑
子　

欅
堂　

弦
間
ま
さ　

小
池
昌

子　

小
石
暁
子　

小
出
晨
一　

小
出
由
美
子　

小
岩
井
雅
人　

石

澤
圭
子　

小
久
保
桂
子　

小
島
孝
子　

小
島
ユ
ミ
子　

小
島
百
合

子　

小
菅
よ
し
江　

後
藤
祐
輝　

小
林
幸
代　

小
林
忠
雄　

小
林

照
子　

小
林
真
弓　

小
林
道
子　

小
林
わ
か
子　

駒
ヶ
嶺
秦
秀　

是
永
美
代
子　

今
野
幸
子　

ザ
・
ボ
デ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
プ　

齋
藤
健

三
朗　

斎
藤
孝
子　

斎
藤
千
枝
子　

斉
藤
智
恵
子　

酒
井
和
子　

坂
本
越
子　

坂
本
尚
子　

佐
久
間
桂
子　

佐
々
木
英
子　

佐
治
美

枝
子　

佐
藤
イ
ソ　

佐
藤
公
子　

佐
藤
妙
子　

佐
藤
千
鶴
子　

佐

藤
な
か
子　

佐
藤
初
江　

佐
藤
秀
和　

佐
藤
正
江　

佐
藤
雄
也　

佐
野
田
鶴
子　

椎
名
君
代　

塩
澤
佳
津
子　

重
田
文
子　

宍
倉
フ

ジ
子　

設
楽
文
子　

品
田
啓
子　

篠
田
良
榮　

芝
辻
義
治　

島
津

た
か
子　

嶋
田
樹
莉　

島
田
た
ず　

清
水
文
枝　

清
水
光
子　

下

江
美
鈴　

下
宏
子　

進
藤
サ
エ
子　

進
藤
登
美
子　

新
村
信
子　

杉
本
節
子　

杉
本
真
理
子　

杉
山
恵
子　

鈴
木
暉
子　

鈴
木
瞳　

鈴
木
裕
子　

鈴
木
好
枝　

鈴
木
好
子　

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ

ー　

瀬
戸
貞
子　

浅
間
の
森
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
集
い　

髙
木
令
子　

高
桑
な
を
み　

高
橋
亜
由
美　

高
橋
恭
子　

高
橋
チ
ヨ
子　

瀧
澤

千
登
勢　

竹
内
由
美
子　

竹
松
ふ
く　

田
島
み
よ　

田
中
久
美
子

　

田
中
心　

谷
野
み
よ
子　

田
野
倉
晴
美　

田
部
美
智
子　

多
摩

ス
マ
イ
ル
吹
奏
楽
団　

多
磨
町
会　

多
磨
町
老
人
会
若
杉
会　

田

村
知
江
子　

丹
野
由
紀
子　

千
葉
よ
し　

津
田
薫
乃　

土
屋
と
き

枝　

堤
明　

椿
原
量
子　

寺
町
律
子　

東
京
善
意
銀
行
友
の
会
会

長
磯
野
輝
夫　

遠
山
憲
子　

戸
島
正
子　

栃
谷
さ
き　

富
田
秀
子

　

豊
田
悟
史　

中
垣
春
代　

長
島
広
美　

中
野
渡
と
み
子　

中
村

清
美　

中
村
フ
サ
子　

中
村
美
佐
江　

中
村
恭
俊　

中
山
伊
久
子

　

中
山
寿
美　

二
胡
と
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち　

濁
川
直
之　

西
久

保
長
子　

西
野
侑
子　

西
村
珠
美　

二
宮
澄
子　

根
岸
路
子　

野

坂
昭
弘　

野
坂
昱
代　

能
登
す
み
子　

橋
場
昭　

長
谷
川
志
津
子

　

早
矢
仕
房
男　

原
田
圀
彦　

原
田
康
子　

原
俊
江　

原
悠
輝
人

　

樋
口
淳
子　

樋
口
よ
し
子　

肥
後
住
江　

久
島
な
る
子　

日
髙

千
敦
子　

平
泉
順
子　

平
岡
美
津
子　

平
澤
み
ど
り　

平
松
ふ
じ

子　

広
木
き
く
江　

深
堀
紀
美
子　

福
田
佐
代
子　

福
田
ト
ミ
エ

　

藤
井
爽
介　

藤
記
節
子　

藤
田
京
子　

府
中
囃
保
存
会
染
谷
支

部　

船
岡
栄
子　

舟
見
三
佐
子　

プ
リ
モ
・
ピ
ア
ッ
ト　

古
園
絢

子　

ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
浅
間　

保
坂
良
子　

星
野
若
佐　

細
木
南

美　

堀
田
武
三
郎　

堀
江
深
雪　

孫
田
一
昭　

政
所
優
季　

町
田

知
行　

松
井
凪
沙　

松
下
朗　

松
下
健　

松
田
恵
子　

松
田
友
子

　

松
野
ア
イ　

松
実
宏
枝　

松
本
紀
子　

丸
田
の
ぶ
子　

三
坂
和

子　

水
島
か
え
で　

水
谷
百
合
子　

水
野
洋
子　

三
輪
孝
子　

壬

生
み
つ
子　

宮
崎
一
司　

宮
崎
清
子　

宮
下
美
智
子　

宮
本
康
子

　

明
神
淑
恵　

村
井
福
子　

村
岡
栄
美
子　

明
治
安
田
生
命　

本

野
幸
子　

紅
葉
丘
老
人
会
若
葉
会　

桃
井
朝
子　

百
瀬
洋
子　

守

屋
貴
美
子　

森
山
朋
佳　

森
脇
敦
子　

モ
ル
ガ
ン
ス
タ
ン
レ
ー　

八
重
の
会　

矢
口
和
成　

矢
崎
英
子　

矢
島
道
子　

山
崎
キ
ヌ
子

　

山
田
一
丸　

山
田
佳
津
江　

山
田
ケ
イ
子　

山
田
順
子　

山
田

豊　

山
野
栄
治　

山
本
恵
美
子　

山
本
千
津
子　

山
本
峯
子　

山

森
貞
枝　

鑓
溝
千
寿
子　

ゆ
う
か
フ
ァ
ミ
リ
ー　

ユ
ー
ロ
ク
リ
ア

・
バ
ン
ク　

横
尾
美
知
子　

横
山
純
子　

吉
岡
秋
夫　

吉
竹
佐
紀

　

吉
田
恒
雄　

吉
田
陸
子　

吉
本
栄
子　

米
田
里
桜　

米
山
秀
子

　

る
り
ま
つ
り
の
会　

朗
読
赤
十
字
奉
仕
団　

脇
山
令
子　

和
田

風
雄　

渡
辺
勇　

渡
辺
一
恵　

渡
辺
勝
征　

渡
邊
恵
子　

渡
邉
弘

子　

渡
辺
浩
美　

渡
邉
房
子　

渡
辺
守

（
２
０
１
７
年
６
月
～
２
０
１
７
年
８
月
）

あ
か
し
や
会　

秋
山
芳
三　

伊
藤
忠
テ
ク
ノ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）　

大
沢
良
三　

大
塚
元
子　

小
澤
末
子　

株
式
会
社
ボ
リ
シ
ョ
イ

サ
ー
カ
ス　

北
山
町
夏
祭
り
盆
踊
り
実
行
委
員
会　

北
山
二
丁
目
町
会　

北
山
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス　

栗
林
正
昭　

栗
原
宏
子　

高
齢
者
ク

ラ
ブ
若
松
絆
の
会　

後
藤
正
利　

小
林
久
恵　

佐
藤
文
子　

塩
澤
佳
津
子　

セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン　

浅
間
町
二
丁
目
自
治
会

　

浅
間
町
婦
人
会　

仙
田
滋　

第
5
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会　

高
砂
会　

田
辺
十
二
子　

千
代
田
ビ
ル
管
財
株
式
会
社　

テ
レ

ビ
朝
日
福
祉
文
化
事
業
団　

東
京
都
食
肉
生
活
衛
生
同
業
組
合　

西
原
町
自
治
会　

廣
池
利
邦　

本
間
啓
一　

緑
町
三
丁
目
自
治
会　

明

豊
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ワ
ー
ク
ス（
株
）望
月
友
子　

山
内
哲
夫　

有
限
会
社
秋
山
酒
店　

横
山
龍
男　

吉
田
ヒ
サ
子　

老
人
ク
ラ
ブ
東
桜
会　

�

（
２
０
１
７
年
６
月
～
２
０
１
７
年
８
月
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

御
寄
贈
・
御
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

～
　
緑
　
苑
　
～

　

緑
苑
は
日
々
大
勢
の
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
、「
応

援
隊
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

喫
茶
・
売
店
の
販
売
、
昼
食
会
、
洗

濯
物
た
た
み
等
、
中
に
は
複
数
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
掛
け
持
ち
し
て
下
さ

っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

長
年
に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

職
員
、
ご
利
用
者
と
も
信
頼
関
係
が
築

か
れ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

て
下
さ
る
理
由
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
私

に
と
っ
て
生
き
甲
斐
の
一
つ
だ
か
ら
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
介
護
員　

小
林
春
菜
）

古紙配合率100％再生紙を使用しています

介護に関するご相談は

無料ダイヤルで！

季刊しんあい103 号

10

・泉苑
老後支援 24 時 間

・あさひ苑
福祉にっこり24時間


